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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年３月１２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２６年６月２４日 １２時３０分ごろ 

発生場所 長崎県対馬市入道
にゅうどう

瀬戸 

対馬黒島
くろしま

灯台から真方位２９０°１.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°１９.５０′ 東経１２９°２３.３０′） 

事故調査の経過  平成２６年８月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八宝
ほう

徳
とく

丸、１９トン 

 ＮＳ２－１６９７６（漁船登録番号）、個人所有 

 １７.５７ｍ（Lr）×４.２５ｍ×１.７４ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、４７８.０８kＷ、平成元年５月１８日 

第２９０－４５７１５号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４１歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成３年３月２８日 

  免許証交付日 平成２５年１１月２２日 

         （平成３１年２月２３日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に亀裂及び擦過傷、船尾骨材に亀裂、舵頭材の下部に亀裂、

シューピースの脱落、プロペラ翼に欠損、曲損及び擦過傷 

 事故の経過  本船は、船長ほか２人が乗り組み、対馬市黒島北東方沖であなご漁

を終え、同市三浦湾漁港へ帰港するため、船長が操舵室で操船し、自

動操舵によって約７.０ノットの対地速力で入道瀬戸を航行してい

た。 

 船長は、対馬市東泉
とうせん

島南方を航行中、平成２６年６月２４日１２時

３０分ごろ、船底から突き上げる振動を感じたが、その後の操船に異

常が見られなかったので、三浦湾漁港まで自力航行することとし、入

港して着岸した後、乗組員２人と共に本船を点検したが、浸水や漏油

などの異常は見られなかった。 

本船は、造船所に上架され、修理された。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 
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 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 ２、視程 約３Ｍ 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期、潮高 約０.４ｍ 

 その他の事項 本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約２.５ｍであった。 

海図Ｗ１２１１（対馬中央部）によれば、東泉島の周囲は、幅約１

０ｍ以上にわたって、干出浜（岩）に囲まれている。 

船長は、東泉島南岸の干出浜に関する詳細な情報を知らず、また、

本事故時、同干出浜は、海面下にあり視認できない状況であったが、

東泉島を約１０ｍ離せば、安全に通過できると思っていた。 

船長は、本事故発生場所付近を、年間約１２０回、航行しており、

ふだんは、手動操舵により、ＧＰＳプロッターの画面上の航跡をたど

り、東泉島と裸
はだか

島との中央部付近を航行していたが、本事故時、前

日からの操業による疲労を感じていたので、変針の手間を省くために

自動操舵により、最短の進路で、東泉島を約１０ｍ離して航行した。 

分析 

 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、入道瀬戸を帰航中、船長が、前日からの操業による疲労を

感じていたので、自動操舵として入道瀬戸を最短の進路で航行したこ

とから、海面下の干出浜に乗り揚げたものと考えられる。 

船長が、自動操舵により東泉島南方を通過したことは、入道瀬戸に

関する詳細な情報を知らず、変針の手間を省こうとしたものと考えら

れる。 

原因  本事故は、本船が、入道瀬戸において帰航中、船長が、前日からの

操業による疲労を感じていたので、自動操舵として入道瀬戸を最短の

進路で航行したため、海面下の干出浜に乗り揚げたことにより発生し

たものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・海図や水路誌により、障害物や目標となる物標の情報を収集し

て、自船が安全に航行できる船首目標、避険線等の設定を行うこ

と。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（平成２６年６月２４日 １２時３０分ごろ発生） 

対馬黒島灯台 

三浦湾漁港 

本船のルート 

×東泉島 

裸島 

入道瀬戸 

 


